
 

アドミッション・ポリシー（入学者受入れ方針）【大学】 

本学の建学理念にもとづき、以下のアドミッション・ポリシー（入学者受入れ方針）をそれぞれ定め

る 

 

Ⅰ 全学部共通ポリシー 

四国学院大学は、世界の多様性を理解し、他の人々とともに生きることを求め、そして実践する力を

身につけたいと志す入学者を広く受け入れようと考えています。 

本学は、世界のモノと人、森羅万象を単純化して整理することを避け、それらの違いと真理を探究す

ることが重要であると考えています。そのために、歴史や文化が異なる他の人々を理解する感性を研ぎ

澄まし、自らの尊厳と他の人への尊厳を同時に共に学ばなければならないとも考えています。さらに、

その共に生きることへの学びは、実践への準備が整ってこそ意味があります。特に、キャンパスをはじ

めとした具体的な地域社会での生活と未知で広大な国際社会での生活、この両方の生活空間をカバーす

る柔軟な視野を修得することが第一に要請されます。建学の精神であるキリスト教の根幹は、世界の多

様性を学び、他の人々との共存の術を身につけ、実践することにあります。 

なお、多様性および共存の術の実践を重視する観点から、本学に入学する以前に、可能ならば、学校

あるいは地域社会において、何らかのボランティア活動または課外活動の経験を持っていることを希望

しています。 

以上の全学部共通の入学者受け入れ理念にもとづき、入学者選抜においては、知識、学的スキルのみ

ならず、思考の深みと豊かさ、判断力、表現能力、そして、主体性に裏づけられた協働指向性と異者の

受容性を基準として設定しています。具体的には、記述試験に加えて、入学者それぞれの個性や長所、

潜在能力等を多角的に評価するためのグループワークやインタビュー等の評価方法も活用していきま

す。 

 

Ⅱ 各学部学科ポリシー 

本学の各学部が受け入れを行う者に要請し、期待する人間像あるいは事項は、以下である。 

 

＜現代教養学部現代教養学科＞ 

現代教養学部では、幅広い知識を身に付けることを通して真理を探究する強い関心を持ち、その関心

への学びを通して現代社会を生き抜く知恵と力を身に付けることに深い関心を持つ人を本学部の学生

として受け入れたいと思います。本学部では、「日本語・日本文学」、「哲学・キリスト教学」、「歴

史学・地理学」、「英語・英米文学」、「平和学」、「学校教育」という専攻領域（メジャー／マイナ

ー）を設置しています。そうした専攻領域におけるさまざまな知識を理解するだけでなく、自らの実践

の糧として活用していこうとする受験者の受け入れを基本に考えています。 

入学者選抜においては、上記の専攻領域に関係する知識、学的スキルのみならず、思考の深みと豊か

さ、判断力、表現能力、そして、主体性に裏づけられた協働指向性と異者の受容性を選抜の基準として

います。 

  

＜社会福祉学部社会福祉学科＞ 

社会福祉学部では、多様な価値観を持つ人々の生活を柔軟かつ真摯に受け止め、誰もが当たり前に暮

らすことのできる社会実現のために目的意識を持って社会福祉を学び、将来的には、地域福祉、子ども

福祉、高齢者福祉、障害者福祉、医療福祉、国際福祉等の各領域の実践現場や研究分野に積極的に貢献

しようとする者を受け入れたいと考えています。本学部では、「社会福祉学」「心理学・カウンセリン

グ」「地域社会と福祉実践」「精神保健と福祉」「子ども福祉」「スクールソーシャルワーク」の専攻

領域（メジャー／マイナー）を設置しています。 

入学者選抜においては、上記の専攻領域に関係する知識、学的スキルのみならず、思考の深みと豊か

さ、判断力、表現能力、そして、主体性に裏づけられた協働指向性と異者の受容性を選抜の基準として

います。 

  

 



 

＜社会学部カルチュラル・マネジメント学科＞ 

社会学部では、多様で複雑な現代社会を様々な視点から理解することにつとめ、そのための理論及び

体験を通して学修した成果を地域社会に還元し、地域社会の活性化に貢献しようとする者を受け入れた

いと思います。本学部では、「社会学」「メディア＆サブカルチャー研究」「観光学」「身体表現と舞

台芸術」「舞台技術・公演」「演劇ワークショップ実践」「国際文化マネジメント」「経営と情報加工」

「ベースボール科学」「健康・スポーツ科学」「アスリート科学」の専攻領域（メジャー／マイナー）

を設置しています。 

入学者選抜においては、上記の専攻領域に関係する知識、学的スキルのみならず、思考の深みと豊か

さ、判断力、表現能力、そして、主体性に裏づけられた協働指向性と異者の受容性を選抜の基準として

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

アドミッション・ポリシー（入学者受入れ方針）【大学院】 

 

学校法人四国学院は、Vos estis sal terrae. (汝らは地の塩である。マタイによる福音書 5 章 13 

節)をユニバーシティ・モットーとしてかかげ、「良き隣人として働く人間」の育成を目指しています。

中四国地域において、最初の社会福祉学専攻の大学院を出発させたことも建学の精神に由来しています。

また、比較言語文化専攻および社会学専攻も、それぞれ、他者との交流と現代社会が抱える課題への学

問的理解を通して、「良き隣人」として生きる研究者あるいは専門家を育成することが目標です。従っ

て、大学院にて専門研究にたずさわるに相応しい学問的資質に加えて、さらに以下の事項をかねそなえ

た学徒を本学大学院に受け入れることとします。 

 

Ⅰ社会学研究科社会学専攻 

 

 ⅰ 現代社会が抱える多数の課題を感知し理解しようとする深い動機を持つ者。 

 ⅱ 社会を理解することと社会学を学ぶことの間にしばしば乖離がある。この事実を知悉して、自らの

学問姿勢を検証している者。 

 ⅲ 学問的作業を社会課題の解決にリンクさせる必要性を誠実に追究する者。 

 

Ⅱ文学研究科比較言語文化専攻 

 

 ⅰ 異者を異者として、そのまま受容する感性を保持し、さらにその感性を深化させる用意がある者。 

 ⅱ 言語と文化を共時的に認識する視野と通時的すなわち歴史において捉える視点がある者。 

 ⅲ 自文化を検討吟味して、自文化を相対化すると同時に他の文化理解を通して自らの文化理解を深め

ることができる者。 

 

Ⅲ社会福祉学研究科社会福祉学専攻 

 

 ⅰ 現代社会に起こっている問題に対する感心や、その問題解決への熱意を持つ者。 

 ⅱ 他者と社会の苦悩を客観的に観察するのではなく、自らの存在との関係で常に把握しようと努める

者。 

 ⅲ 社会福祉学を業績や資格の獲得といった承認欲求ではなく、社会貢献へ生かそうという決意が堅固

な者。 


